
様式第１号その２ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自己用防火水槽） 

 

協　　　議　　　書 

 

申請人は開発行為により、新たに設置する貯水施設（消防の用に供するもの）につい

て大泉町長との間に、その設置及び管理について協議の結果、下記のとおり協議が成立

したことを確認する。 

 

　　　　年　　月　　日 

 

大泉町長　　　　　　　　　　　　　 

 

 

　住　　所 

　　　　　　　　　　　　　　　申請人　氏　　名　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　　話　 

 

 

記 

 

１　工事の場所及び面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡ 

 

２　開発の名称 

 

３　防火水槽　　　㎥級有蓋（空地用・道路用・公園用）　　　　　基 

（１）　設置に関する経費は、申請人負担とする。 

（２）　防火水槽の用に供する土地の所有権は申請人とし、使用は太田市消防本部とする。 

また、使用後の補水は使用した消防署とする。 

（３）　防火水槽の規格は、国が行う補助対象施設の基準額告示関係に適合すること。 

（４）　防火水槽施工上の検査は、防火水槽検査表（別表）による。 

（５）　防火水槽の維持管理は申請人とし、消防水利標識を設置する。 

 

４　申請人は、次の関係図書を添付する。 

（１）　案内図 

（２）　土地利用計画図 

（３）　構造


